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1.福岡市の概況 

（１）市域概要 

・福岡市は市域面積約 341km2、人口約 148 万人を擁する九州の中

枢都市である。新幹線や高速道路など国内広域交通軸のほか、

福岡空港や博多港など、国際ネットワークの拠点となる施設も

整備されている。博多湾を取り囲むように市街地が広がってお

り、その中心に都心部が位置する。 

・大都市でありながら、脊振・三郡山系などの市街地の背景とな

る山並みとそこから市街地に伸びる森林や、博多湾の島々や海

岸線、山並みと博多湾を結ぶ河川など、豊かな自然を身近に感

じられる都市である。 
図 福岡市区分図 

 

福岡市 

図 福岡市市域図 
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（２）人口 

・福岡市の人口は年々増加しており、平成 23 年 3月 1日現在（推計）で、1,467,664 人、世帯

数は 710,572 世帯である。 

・最近 5年間の人口増加は年間 1万人から 1万 3千人で、増加率は 0.7～1.0％程度である。 

・平成 14 年度に行われた将来人口推計では、平成 22 年の人口を 1,428 千人と推計していたが、

平成 22 年には推計値を上回る 1,463 千人に増加している。 

・若者率と女性の割合は 12 大都市中 1位である。 

・人口は増加傾向にあるが、高齢者が急増し生産年齢人口と年少人口の割合は減少し、人口の

ピークより前に、生産年齢人口の減少が始まることが見込まれている。 

 

表 人口、世帯数の推移（実績値） 

 人口（人） 世帯数（世帯） 備考 

1990（平成 2）年 1,237,062 490,915 国勢調査 

1995（平成 7）年 1,284,795 544,145 国勢調査 

2000（平成 12）年 1,341,470 599,989 国勢調査 

2005（平成 17）年 1,401,279 649,138 国勢調査 

2010（平成 22）年 1,463,826 708,027 10/1 現在推計 

2011（平成 23）年 1,467,664 710,572 3/1 現在推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「新基本計画」における人口予測に、2005年、2010年の実績値を追記  

図 新基本計画における人口予測とその後の実績値の比較 
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出典：福岡市資料 

図 人口推移と人口構造の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡市資料 

図 12大都市の総人口に占める若者率（15歳～29歳）と女性の割合 
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（３）経済活動 

・福岡市の平成 19 年度の市内総生産は約 6 兆 9,295 億円で、対前年度増加率は 2.4%増となっ

ている。 

・主な政令指定都市と比較すると、市内総生産額は大阪市、名古屋市、横浜市についで第 4 位

である。九州においては、福岡市は他県を上回る域内総生産の規模を有する。 

・産業別にみると、卸売・小売業、サービス業の割合が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：同左

図 九州における域内総生産（平成19年度） 

出典：同上 

図 福岡市の市内総生産（名目）における経済活動別構成比の推移 
（注：グラフには表示されていないが、第一次産業は 14 年度 0.2%、19 年度 0.1%である。） 

出典：同上

図 福岡市の市内総生産の推移 

兆円 

出典：「福岡市経済の概況」（平 23.3 経済振興局）

図 主な政令指定都市の市内総生産（平成19年度）
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（４）土地利用 

・福岡市の都市構造は、Ｙ字型をなしており、天神・博多駅等の中心部に商業・業務施設が集

積している。平成 20 年の土地利用状況は、森林 33.3％、公園・緑地、道路等 20.1％、住宅

地 19.7％、農地 8.6％となっている。農地、森林等の自然的土地利用は 41.9％を占めるが、

宅地需要の増加等により、今後とも減少傾向を示すと予測される。 

 

 

 
商業・業務地： 

・商業、業務、宿泊、娯楽・遊戯、公

共業務 

 

 
工業・流通業務地： 

・運輸、供給処理、工業  
公園・緑地、道路等： 

 ・公園・緑地、道路、軌道敷、文教、

医療、厚生 
 河川、水路、空地等： 

・河川・水面・水路。海浜、空地、農

林漁業施設、その他 
 

 

 

 

 

 

・一方、都市計画に基づく地域指定の状況は、平成 22年 1月 25日現在、都市計画区域 33,988ha、

うち市街化区域が 16,114ha(47.4%)、市街化調整区域が 17,874ha(52.6%)となっている。市街

化区域における用途地域の指定状況は、住居系地域 11,746ha(72.9%)、商業系 1,786ha(11.1%)、

工業系地域 2,582ha(16.0%)となっている。 

図 都市計画用途地域の構成 

図 土地利用の構成比 
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図 土地利用現況図 
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（５）建物用途構成 

・既存建物床面積の用途構成では、68％を住宅が占める。次いで事務所・店舗等が 20%、工場・

倉庫等が 9%を占める。 

・住宅床面積について戸建住宅と集合住宅の割合をみると、福岡市では戸建住宅が約 23%であ

り、他の大都市と比較すると低く、相対的に集合住宅の割合が高いのが特徴である。 

・着工建物の床面積は平成 20 年度で 1,888 千㎡、平成 21 年度で 1,332 千㎡である。平成 20 年

度から 21 年度には、着工建物床面積は大きく減少しているが、既存建物と同様いずれも専用

住宅が約 60%を占める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上段：床面積（ha） 下段：構成比（%）  資料：福岡市統計書（平成 22 年版）

図 課税対象建物用途別床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「大都市比較統計比較年表」 注：共同住宅には長屋、その他を含む。 

図 大都市における一戸建住宅と共同住宅の割合 

7 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

824
(62)

1,147
(61)

57
(4)

135
(7)

99
(7)

121
(6)

52
(4)

124
(7)

0 500 1,000 1,500 2,000

平成21年度

平成20年度

千㎡

居住専用住宅 居住専用準住宅
居住産業併用建築物 農林水産業用建築物
鉱業，建設業用建築物 製造業用建築物
電気･ｶﾞｽ･熱供給･水道業用建築物 情報通信業用建築物
運輸業用建築物 卸売・小売業用建築物
金融・保険業用建築物 不動産業用建築物
飲食店，宿泊業用建築物 医療，福祉用建築物
教育，学習支援業用建築物 その他のサービス業用建築物
公務用建築物 他に分類されない建築物

 

資料：福岡市統計書（平成 22 年版） 

図 着工建物の用途構成 
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（６）気象状況 

①気温 

・平成 21 年データでは、福岡市の年平均気温は 17.3℃である。夏季の最高気温は約 35℃、冬

季の最低気温は-1.2℃である。 

・平均気温の平年値（1981-2010）は 17.0℃であり、全国的にみても比較的温暖であることが

わかる。 

・年間降水量(平成 21 年)は 1,632mm である。このうちの 1/3 程度が 6～7月に集中している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 福岡市の気温（平成21年） 図 福岡市の降水量（平成21年）

資料：気象庁ＨＰ 

福岡：17.0℃ 

図 平均気温 平年値（1981-2010） 
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②日照時間 

・過去 5 年間の年間日照時間をみると、約 1,800 時間～約 2,000 時間である。平成 21 年デ

ータから月別日照時間をみると 4月、5月、9月が多く、それぞれ 200 時間を超えている。 

・年間を通してみると、東京や大阪と比べると福岡市の日照時間は冬季に短い。 

・全国的にみると、太平洋側に比べて日本海側の地域のほうが日照時間は少ないが、福岡

市の立地する九州北部地域は、日本海側であるにもかかわらず比較的日照時間が多い地

域となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時

 資料：気象庁資料                     資料：気象庁資料

図 年間日照時間                 図 月別日照時間（平 21） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：気象庁資料 

図 月別日照時間の比較（2005-2009年の5年間の平均） 

10 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡：1,867ｈ

資料：気象庁資料 

図 全国の日照時間 
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③風況 

・福岡市内では、大型風車の立地が可能な風力（一般的には地上 30ｍ高で年平均風速 6m/s

以上）が得られる場所は少ない。 

・年平均風速は、市街地に比べ湾内洋上のほうが相対的に強い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 局所風況マップ 
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（７）まちづくり 

①現在進められているまちづくりプロジェクト 

・福岡市では、新たな拠点地区として、知性と感性を生かした創造都市をめざして、先進的モ

デル都市アイランドシティや九州大学が移転する西部地域、天神・博多駅周辺の都心部等に

おいて、環境との調和を図りながら商業業務機能、研究機能、住機能等の整備を進めている。 

・現在すすめられている代表的なまちづくりプロジェクトを下図に示し、そのプロジェクトの

概要を次ページ以降に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 福岡市周辺図（まちづくりプロジェクト位置図） 
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○アイランドシティ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CO2ゼロ街区

（約 287ha が竣功済み）

約 3,900 人（平成 23 年 2 月現在）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 アイランドシティにおけるまちづくり－1  
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○九州大学学術研究都市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 九州大学学術研究都市におけるまちづくり 

○都心部（天神・博多駅地区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都心部におけるまちづくり－1 図 都心部におけるまちづくり－１ 
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■設立目的 

・地区の一体的な建替え更新期を迎えた天神明治通り地区において、九州・アジア新時代の交流拠

点といった都市像や、環境、安心安全、共働など、今後求められる都市づくりの視点を踏まえな

がら、持続可能な都心づくりを推進 

■構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会長（西日本鉄道）、副会長（九州電力、福岡銀行）、 

正会員、特別会員ら計 34 者。 

■活動概要 

・H20 年度：グランドデザイン（まちの将来像）の作成 

・H21 年度：実現方策の検討等 

・H22～23 年度：地区計画等の策定に向けた取り組み、 

地下ネットワーク、歩道整備の検討 

■グランドデザインの概要 

・空間整備の方針（全体の骨格）  ・持続可能な発展を可能とする「街の共用部」 

 

天神明治通り地区まちづくり協議会 

（天神明治通り地区） 

平成 20 年設立 約 34 者

〈本市の取り組みイメージ〉 図 都心部におけるまちづくり－２ 
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○シーサイドももち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 シーサイドももち地区のまちづくり 
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②再開発方針（１号市街地、再開発促進地区） 

・福岡市では、計画的な再開発が必要な市街地として、20 地区が１号市街地に指定されている。 

・また、１号市街地のうち、特に再開発の促進すべき地区として、都心部や主要駅周辺等では

再開発促進地区が定められている。特に、都心部では面的に再開発促進地区に指定されてお

り、①で述べたような都心部のまちづくりが今後も広がっていくことが想定される。 

では

再開発促進地区が定められている。特に、都心部では面的に再開発促進地区に指定されてお

り、①で述べたような都心部のまちづくりが今後も広がっていくことが想定される。 

  
■1号市街地、再開発促進地区の面積

番号

地区名 面積 地区名 面積

1 博多部 約250ha 博多部 約250ha

2 博多駅 約227ha 博多駅 約 94ha

3 天神 約245ha 天神 約164ha

4 渡辺通 約209ha 渡辺通 約120ha

千代 約 13ha

ﾊﾟﾋﾟﾖﾝｼﾃｨｵ21 約 48ha

吉塚 約 28ha

大手門 約 12ha

唐人 約 6.2ha

7 香椎 約195ha 香椎 約 94ha

8 大橋 約315ha りぼんｼﾃｨｵ那珂川 約 85ha

9 西新・藤崎 約330ha 西新・藤崎 約 31ha

筥崎 約 28ha

箱崎九大 約 61ha

箱崎・馬出 約 48ha

11 姪浜 約270ha 姪浜 約 91ha

12 鳥飼・六本松 約343ha 六本松 約 20ha

13 竹下 約230ha 竹下 約 8.2ha

14 野間・高宮 約229ha 平尾・那の川 約13.8ha

15 井尻 約174ha 井尻 約 45ha

16 雑餉隈 約317ha 雑餉隈 約 57ha

17 和白 約 57ha

18 野芥・七隈 約110ha 野芥 約 5.1ha

19 空港西 約208ha 空港西 約 10ha

20 春日原 約 50ha 春日原 約 12ha

10 箱崎 約385ha

１号市街地 再開発促進地区

5 都心周辺東部 約256ha

6 都心周辺西部 約432ha

既成市街地 

1号市街地 

再開発促進地区 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

出典：福岡市都市計画課資料 出典：福岡市都市計画課資料 

図 福岡市の再開発方針 図 福岡市の再開発方針 
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